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← 脳卒中と高血圧
平成14年10月26日（土曜日）開催

第
22
回
の
健
康
教
室
で
は、
第
1
回
の
健
康
教

室
で
も
取
り
上
げ
た
「
高
血
圧」
つ
い
て、
脳

卒
中
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
解
説
し
ま
し
た。

彰
2
ア
い
ま
窃
tl
C̀

も
う
3
代
前
の
総
理
大
臣
に
な
り
ま
す
が、

小
渕
恵
三
氏
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？
い
っ
こ
う
に
普
及
し
な
い
二
千
円
札
を
発

行
し
た
方
と
し
て
も
有
名
で
す
が、
総
理
大
臣

在
任
中
に
脳
卒
中
発
作
を
起
こ
し、
任
期
半
ば

に
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た。
詳
し

い
病
状
は
ハム
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が、
も
と
も

と
心一
房
細
動
を
患
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す。

小
渕
氏
に
限
ら
す、
＿
見
元
気
そ
う
に
見
え

る
方
が
突
然
襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
病
気
が
脳

卒
中
で
す。
あ
な
た
も
い
つ
襲
わ
れ
る
と
も
限

り
ま
せ
ん。
で
は
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
と
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
？

脳
卒
中
は
ま
だ
ま
だ
怖
い
＇`

脳
卒
中
と
は
「
脳
梗
塞」
「
脳
出
血」
「
＜

も
膜
下
出
血」
そ
の
他
の
脳
の
血
管
障
害
に
よ

っ
て
生
じ
た
病
気
の
こ
と
を
総
称
し
た
も
の
で

す。
日
本
人
の
死
因
の
第＿
位
は
癌
を
始
め
と

す
る
「
悪
性
新
生
物」
で
す
が、
脳
卒
中
は
減

少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え、
虚
血
性
心
疾
患
に

続
い
て
第
三
位
を
占
め、
高
血
圧
合
併
症
に
よ

る
死
亡
原
因
の
第＿
位
は、
脳
卒
中
で
す。
脳

細
胞
が
障
害
を
受
け
る
と
完
全
な
回
復
は
困
難

で、
た
と
え
命
を
長
ら
え
た
と
し
て
も、
半
身

麻
痺
な
と
大
き
な
障
害
を
残
す
た
め、
社
会
復

帰
の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん。

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は、

今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
か
ら、
脳
卒
中
の

,
1,
 

危
険
因
子
即
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す。

特
に
高
血
圧
は
脳
卒
中
と
の
関
連
が
最
も
高
い

と
言
わ
れ
て
い
る
危
険
因
子
で
あ
り、
血
圧
を

よ
い
状
態
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は、
脳

卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
は、
も
っ
と
も
大
事

な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
ま
す。

新
し
い
裏
匝
圧
6
行
語

996
年
の
VHO
が
発
表
し
た
高
血
圧
症
の
分
類
で

は、
正
常
血
圧
は、
収
縮
期
血
圧
で
140
〖未
満、

g
 

か
つ
拡
張
期
血
圧
で
90
mH
未
満
と
さ
れ、
逆
に

m
m

 

高
血
圧
症
は
収
縮
期
血
圧
で
ぼ
imH
以
上、
あ
る

い
は
拡
張
期
血
圧
で
95
mH
以
上
と
さ
れ、
ち
ょ

m�
 

う
と
中
間
に
あ
る
も
の
を
境
界
域
高
血
圧
症
と

呼
ん
で
い
ま
し
た。
そ
れ
に
対
し、
細
年
に
日

本
高
血
圧
学
会
が
発
表
し
た、
新
し
い
高
血
圧

の
分
類
で
は、
正
常
域
は
さ
ら
に
細
か
く
分
類

さ
れ、
収
縮
期
血
圧
が
130
5
139
『‘
ま
た
は
拡

g
 

張
期
血
圧
85
5
89
mH
は
「
正
常
高
値」
と
さ
れ、

m�
 

本
当
の
意
味
で
の
「
正
常
血
圧」
は
収
縮
期
血

g
 

圧
ぼ
mmH
以
下、
か
つ
拡
張
期
血
圧
85
mmH
以
下
と、

脳卒中の
衰l．危啜®子

讐一
鯰

辞

圧

症

病

酒

煙

満

脈
疇
整
洞動

飲

喫

肥

不
と細

二
疇

房心こ特（
 

ワ
ン
ラ
ン
ク
低
め
に
設
定
さ
れ
ま
し
た。
さ
ら

に
収
縮
期
血
圧
ぼ
lmH
以
下、
か
つ
拡
張
期
血
圧

80
mH
以
下
を
「
至
適
血
圧」
と
呼
び、
血
圧
は

m�
 
下
げ
れ
ば
下
げ
る
ほ
と
よ
い
と
い
う
者
え
方
を

強
調
し
て
い
ま
す。
同
様
に、
高
血
圧
域
も、

「
軽
症
高
血
圧」
「
中
等
症
高
血
圧」
「
重
症

高
血
圧」
に
わ
け
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す。

脳
卒
e
6
粍
症
と
国
圧
6
頓
喋

世
界
中
で、
高
血
圧
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と

し
た
様
閃
な
臨
床
試
験
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
が、
そ
れ
ら
14
の
臨
床
試
験
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
て
検
討
し
た
デ
ー
タ
（
こ
の
よ
う
な
手
法

を
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
と
言
い
ま
す）
で
み
て
み

ま
す
と、
高
血
圧
患
者
3
万
7
千
人
の
拡
張
期

血
圧
を、
平
均
で
わ
す
か
5
5
6
mH
低
下
さ
せ

る
だ
け
で、
心
臓
病
に
よ
る
死
亡
率
は
49
低
下
ーlo
 

し、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
は
な
ん
と
だ
も
低

下
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
だ
け
で
も、
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
い
か
に
大
事
か、
特
に
拡
張
期
の

血
圧
を
下
げ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が、
お
わ
か
り
に
な
っ
て
頂
け
る
と
思

い
ま
す。

嘉
鰤
巷
6

匝
圧
n
、て
卜
o
-
�
6
墓
準

4
mH
以
上、
ま
た
は
拡
張
期
血

n
 

収
縮
期
血
圧
ー

g
 

圧
90
mH
以
上
の
人
を
「
高
血
圧」
と
し
て、
性

m�
 

別、
お
よ
び
年
代
別
に
そ
の
割
合
を
見
て
み
ま

す
と、
と
の
年
代
で
も
女
性
の
方
が
高
血
圧
の

人
は
少
な
く、
特
に
40
歳
未
満
で
は、
男
性
で

ん

は
Oo
強
の
高
血
圧
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し、
女

2
 
性
で
は
1001
に
満
た
な
い
数
字
で
す。
し
か
し、



即
に

あ

げ

た

脳
卒
中

の危
険
因
子
は、
実
は

ラ
イ
フ
ス

タ
イ

ル

と
密
接
な
関
係

が

あ

りま

す

。

高
血
圧

が、
「
生
活
習
慣
病

」

と
呼
ば
れ

る

ゆ

え
ん

でも

あ

る
わ

け
で

す

。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ

ル

を
改
善

す

れ
ば、
血
圧
は
下

が
り、
脳
卒
中

の

危
険も
減
りま

す

。
東

京

慈
恵

会医

科

大
学

で

は
「一無
二
少
三
多

」

と

いう
ス
ロ

ー
ガ
ン
を

掲
げて

、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ

ル

の改
善
を
呼
び
か

けて

いま

す

。
「＿無 」

と

いう

のは、
喫

煙

本
数
を
ゼ
ロ
に

す

る

こ
と
で

す

。
「
二
少

」

と

は、

「

小
食」

と
「
少
酒

」

と

いう
意
味

で、

食
べ
過
ぎ
な

い

（

肥
満
予
防

）
、
お
酒も
2
合

ま
で

に
控
え

る

と

いう
こ

と
で

す

。
「
三
多

」

と

いう

のは、
「
多
動

」

（

運
動
を
定
期
的
に

週
1

回
以
上
行
って

い

る

）
「
多
休

」

（

仕
事

を
し
な

い休
日

が
1
ヶ
月
に
6
日
以
上

）
「
多

接
」

（

多
く

のも

のや
人
に
接
し、
ス

トレ
ス

を
発
散
して

い

る

）
を
表
しま

す

。
適
度
な
運

動
だ
け

で
な
く、
「
多
休

」

「
多
接

」

のよ
う

に、
ス

トレ
ス
を
発
散
して

気
分
を
快
適
に
し

て

お
く
こ

と
が、

意
外
にも

（

？

）
血
圧

の

コ

ン

トロ
ー

ル

に
重
要
だ

と

いう
こ

と
が

最

近

わ

＿
つ
イ
つ
ス
タ
イ
IL
と
壽
匝
圧

高
血
圧

の割
合
は
年
齢

が
高
じ

る

に

つ

れて

上

昇
し、
男
女
差も

あ

ま
り
目
立

た

な
く
な
りま

す

。
70
歳
以
上

で
は、
全
人
口
に
対

す

る

高
血

圧

の割
合
は
男
女

とも
609
以
上

と

いう
高
値

と

な
りま

す

。

し

た

が
って

、
高
齢
者
に
お
け

る

血
圧

の

コ

ン

トロ
ー

ル

の基
準
は、
若
年
者

の場
合

と
比゚4

 
ー

較
し
や
や

高
め
に
設
定
し、
収
縮
期
血
圧

で

S
g
H ‘

拡
張
期

で
は
90
mH
未
満
を
目
標
に

す

1
mm

m
 

る

のが一
般
的

と
さ
れて

いま

す

。

嘉
匝
圧
治
療
6
臣
烈

か
って

きま
し

た

。
働

き

す

ぎて

い

る

方

は
要

注
意

と

いう
こ

と
で

す

ね 。

高
血
圧
治
療

の原
則

と
は、
ま
す、
食
事
療

法
と

運
動
療
法

が
ベ

ー
ス
に

あ

り、
そ
れ

で
十

分
な

コ

ン

トロ
ー

ル

が
得
ら
れ
な

い時
に、
薬

物
療
法
を
開
始

す

る

と

いう
こ

と
な

ので

す

。

薬
を
飲
み
始

め

た

ら、
運
動
は
し
な
くて

も

い
翠〖

い と

いう
こ

と
に
は
な
りま
せ
ん 。

あ

くま
で、

鰤g

ベ
ー

ス
は
食
事

と
運
動

で

す

。
そ

の点
は
お
忘

ぬ～

れ
に
な
ら
な

いよ
う
に 。

O

現
在
日
本

で
使
え

る

高
血
圧

の治
療
薬
は
実

bi

に

た

く
さ
ん

あ

りま

す

3゚

即
は
薬
効
別
に
そ

m裏

俵

の特
徴
を
表
し

た

も

ので

す

が、
実
際
に

と

の

薬
か
ら
治
療
を
開
始

す

る

か
は、
主
治
医
に
よ

っ
5

って

者
え

方

は
多
少
異
な
りま

す

。
ま

た

、
糖

衰

尿
病
や

高
脂
血
症
な

と

、
合
併

す

る

病
気

の種

類
や
重
症
度
に
よ
って

も
薬

の組
み
合

わ

せ
は

変
化
して

きま

す

ので、
十
分
主
治
医

と話

し

合

い、
納
得
し

た

上
で

薬
を
服

用
して

下
さ

い 。

「
血
圧

の薬
は、
長
く
飲
ん

で

い

る

と
副
作

用
が

出

る

か
ら、

あ

ま
り
飲ま
な

い

方

が

い
い

よ 。」

と
お
反
達
か
ら
聞

い

た

こ
と
が

あ

る

方

も

いら
っ
し
ゃ

る

かも
知
れま
せ
ん 。
も
ち
ろ

ん
副
作

用
は
な

い

わ

け
で

は

あ

りま
せ
ん 。
し

か
し、
主
治
医

が
十
分
注
意
し、
数
ヶ
月
に
1

回
、
血
液
検
査
を
行
って

、

チ

ェ
ッ
ク

を
して

いけ
ば、
全
く
安
全
に
飲

め

る

薬
ば
か
り

で

す

。

勝
手
に
自
分

で
薬
を
中
止
し

た

り

す

る

と、
リ

バ
ウ
ン
ド

と
言
って

、
急
激
な

血
圧
上
昇
を
来

す

場
合も

あ

りま

す

。
そ

のよ
う
な
時
に
脳
卒

中
発
作
を
起
こ
し
や

す

い
ので、
出
さ
れ

た

薬

は
き

ち
ん

と
飲
む
よ
う
に
して

下
さ

い 。

平成15年1月 25日（土）開催
午後3時から（午後2時45分開場）
講演者は藤原内科院長藤原正隆です

次回の
健康教室は

、

「

あ

な

たに

も禁煙

で

き

る

」

と

題

し

、

京都

禁煙

推進研究会

に

所属

す

る院長

が、

「

軽いタバ

コ

の
ト

リ

ッ
ク

」

なと
最近

の
ト

ピ
ッ
ク

ス
を交え

な
が

ら

、禁

煙

の

コ

ツ

に

つ

い
て

お
話

し

い

たし

ま

す

。

ま

た
今回

は

特別企画
とし

て

、

講演

を

聴

い

て
頂いた

方

の
中で禁煙を希望す

る

方

1

0名に

、

ニコ

チ

ネル

T
T

S

⑳3枚

函

円
相
当

）

を

無

料
配

布

いた

し

ま

す
（要予約

、

先善順。詳

し

くは藤原内
科

ま
で

）

。

お誘

い

あわせ

の

上

、

奮
って

ご参加下さ

い

。

積極的な適廂 益示 9
三
U^ 

Ca拮抗薬 高齢者、狭心症、 心ブロッ ク
脳血管障害、糖尿病 （ジ

ル

チ

アゼム）

ACE阻害薬 糖尿病、心不全、 妊娠、高k血症、
心筋梗塞、左室肥大、 両側腎動脈狭窄
軽度

の
腎障害、

脳血管障害、高齢者

AIi受容体 ACE阻害薬と同様。 妊娠、高k血症、

拮抗薬 特

に

咳
の

た

め 両側腎動脈狭窄
ACE距害薬が
使用できな

い
患者

利尿薬 高齢者、心不全 痛風、高尿酸血症

B遮断薬 心筋梗塞後、狭心症、 喘怠、心ブロッ ク、
頻脈 末梢循環不全

a遮断薬 脂質代謝異常、 起立性低血圧
前立腺肥大、糖尿病

医療法人祥正会

藤原内科〒606-0864京都市左京区下鴨高木町39の5 TEL:075(781)0976 FAX:075(706)3181
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